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◆26年度実施内容

・老人クラブ連合会補助金（3,042千円）

　特別事業24万円、一般事業44万円、クラブ員人数に140円を乗じた額、クラブ数に20,000

円を乗した額を合計した金額を老人クラブ連合会に対して補助金として支給。

  （特別事業：市老連の広報誌発行）

  （一般事業：臨時職員賃金、総会・クラブ大会の運営費）

・単位老人クラブ活動事業費補助金（3,540千円）

　１クラブ当たり4万円/年の補助金を支給。ただし、50人以上のクラブには50人を超える

　人数に200円を乗じた額を加算。

◆26年度直接経費の内訳

　指導者養成講座委託　200千円　育成事業補助金　6,582千円　消耗品等　25千円
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高齢者の社会参加と生きがいづくりを支援します
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小牧市老人クラブ連合会運営要綱、小牧市老人クラブ運営要綱、老人クラブ育成事業費補助金交付

要綱
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平成３１年度以降

高齢者福祉

実施計画対象

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

元気な高齢者が家庭や地域社会の中で、その豊かな経験と知識・技能を活かし、地域活動

への参加と協力を行い、生きがいと社会参加を促進する。
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　指導者養成講座委託　200千円　育成事業補助金　6,582千円　消耗品等　25千円

  (一般財源以外の財源)

　　県補助金　　　903千円

◆27年度直接経費の内訳

　育成事業補助金　9,346千円　消耗品等　209千円

  (一般財源以外の財源)

　　県補助金　　　920千円
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老人クラブへ加入する若年高齢者が少なくなっている。また、リーダー等のなり手が

少ないことから、団体の維持が難しくなっている。
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達成状況

老人クラブを通じて、生きがいと健康づくりなど多様な活動への参加を推進し、地域社

会に貢献できていると考える。ただし、会員数が昨年度よりも減少し、目標も達成でき

なかった。

6,380

79

77

79

H25

97

平平平平

成成成成

２２２２

７７７７

年年年年

度度度度

のののの

改改改改

善善善善

内内内内

容容容容

新しい総合事業に対し、活動していただけるような仕組むづくりを構築する。
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の改善案

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２７年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）

今後の高齢社会において、老人クラブ活動による高齢者の社会参加や地域社会への

貢献は必要性が高く、今後も老人クラブに対する支援は必要であるため。
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一次評価のとおり。

高齢化が進む中、今後、対象年齢に該当する市民が増加するものと考えられる

が、現状は団体数、会員数が横ばい、減少傾向にあることから、団体数、会員数の

増加に向けた取組みが必要である。増加に向けた取組みが必要である。


